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【委員会主旨】
山形青年会議所は１９５５年７月１２日の創立以来５８年の連綿とした歴史の中で、市民と共に「まちづくり」「ひとづくり」を念頭にＪＣ運動を展開して参りました。来年７月に創立６０周年という節目の年を迎えるにあたり市民と共に先輩諸兄が紡いでいただいた歴史や功績に感謝し、我が愛するまちやまがたの歩みを更に進めるために、様々な角度から検証や準備を行い魅力溢れる地域未来の創造に向けた運動を展開する必要があります。
まずは、来年に控えた山形青年会議所創立６０周年事業に向け、先輩諸兄とわれわれのＪＣ運動への志と軌跡を見つめ直し、新たなる未来のやまがたを創造するために、創立５０周年提言である「Ｔｈｅ Ｍｏｔｈｅｒ Ｌａｎｄ ＹＡＭＡＧＡＴＡ～母なる共生共創の郷の実現に向けて～」の検証を実施します。そして、今後の１０年間のＹＡＭＡＧＡＴＡが更に魅力溢れるまちとなり、われわれが地域社会のフラッグシップとなる強固な組織となるために、中期ビジョン策定の準備をします。また、私たちが住まうまちでＪＣＩ ＡＳＰＡＣ山形大会の開催が地域全体に活力を波及させ、近隣ＬＯＭとの連携を強固に図り、未来を見据え共に歩み続ける同志となるために、４ＬＯＭ合同例会の運営を支援します。さらに、世界が抱える諸問題を市民と共有し次代を担う子どもたちに気づきの機会を提供するために、ＵＮ ＭＤＧｓの認知向上を推進します。そして、市民、企業、関係諸団体、行政との連携を強化させるために、ビューティフルコミッション、キッツビューエルクラブ、お古紙ください協議会、山形リトル・シニアリーグを全面的に支援し、共に活動します。
山形青年会議所と我が愛するまちやまがたが、未来へ力強く着実な一歩を踏み出すために様々な角度から検証・準備を行い、われわれが今後のＹＡＭＡＧＡＴＡのフラッグシップとなるべく組織を成長・進化させる事で「魅力溢れるＹＡＭＡＧＡＴＡ」を実現します。

【常任理事意見】

５８年にわたる山形青年会議所の活動が、市民、企業、関係諸団体、行政の多大な理解と協働により成し遂げられてきた歴史を振り返り検証することで、今後の活動に厚みや深みを持たせることが可能となります。創立６０周年という大きな節目の年を迎えるための準備を通じ、更なる魅力溢れるまちＹＡＭＡＧＡＴＡの創造を目指します。
